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2015年3月より気象庁は日本の火山を対象に新しい降灰予報の提供を開始し、その予測モデルの精度検証もいく
かの噴火事例において実施されている（Hashimoto et al 2012, 新堀ほか 2014）。しかし、国内火山の噴火に
対して降灰量の測定は地点数が限られ、時間間隔も日/月積算値と粗く予測モデルの検証に不十分である。その
ため、衛星や気象レーダーによるリモートセンシングを用いた予測の検証は盛んに実施されているが、大気中
の火山灰輸送の時間変化や分布を評価できるが量的な議論は難しい。これらのことから、時間・空間的に高解
像度・高密度な地上における降灰量データの取得が必要とされている。近年、太陽電池モジュール上に堆積す
る土壌や火山灰による発電量の低下が報告されており、堆積量と発電量の低下率に線形な関係があることが報
告されている（Kaldellis and Kapsali 2011）。発電量データの多くは数分程度でモニタリングされてお
り、また太陽光発電所はすでに数多く導入されている。つまり、発電量データから降灰量を推定することがで
きれば、高い時間・空間解像度で降灰量データが得られる可能性がある。 
本研究では、この関係を利用し太陽光発電量データを利用した降灰量の推定の構築を目的とする。今回は初期
段階として先行研究で見られた火山灰の降灰量と発電効率の低下率について調査し、降灰量と発電量の低下率
を利用した降灰量推定手法の利用可能性について検証を行った。2013年7月における鹿児島県桜島の噴火事例を
対象とし、その北側に位置する霧島市における太陽光発電量データと降灰量観測データを利用した。 
太陽光発電量、日射計による日射量はそれぞれ5分間隔で測定し、降灰量は臨時で6回期間の積算値として観測
を行った。ただし、降灰量の観測間隔は不定期で実施された。また、本研究では発電量として短絡電流（Isc
）を利用する。本来は電流と電圧の積が発電量であるが、太陽電池モジュールにおける電圧はモジュールの温
度によって変動するため、温度に影響がないIscを利用した。 
その結果、太陽電池モジュール上への降灰による発電効率の低下が見られた（図）。7/8から7/18まで断続的な
降灰があり、発電効率が平均して10%低下し、最大で20%の減少が確認された。その後再び降水により火山灰が
洗い流され、7/19には発電効率は降灰以前の値まで回復した。このような発電効率の低下は他の月でも確認さ
れ、発電効率が20%以上低下した事例は2013年において72日確認された。 
この結果から、桜島の火山灰による太陽電池モジュールの発電効率の減少を確認することができた。当日
は、鹿児島県で実施している日降灰量データを利用した複数年における発電効率の低下事例について発表する
予定である。 
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